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１．09年は低成長。先進国と新興国との成長率ｷﾞｬｯﾌﾟは顕著。

世界経済の実質成長率(%)
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２．想定される米国の景気回復プロセス

景気後退
局面入り

長く、深い景
気後退の持続

FRB・米政府による政策対応

（07年夏～）

①ｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ市場への資金供給

②利下げ

③海外中央銀行間で通貨ｽﾜｯﾌﾟ協定

④公的資金投入

（政府分含め3800億㌦）

⑤米政府による資本注入・不良買
い取り（7000億㌦）

⑥証券化商品（8000億㌦）・CPの
買い取り
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安定的な成長へ
の足掛かり

（07年末～） （08年後半～09年前半） （09年後半～10年前半） （10年後半～）

景気減速

（06年春～）

住宅不況の

始まり

住宅問題が金融問題
に転化（07年夏）

金融危機と実体経済の負の連
鎖が深刻化（08年後半～）

個人消費の下げ止
まり（09Q3～）

設備投資・住宅投資の下げ
止まり（09年Q4～）

ｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ市場や高格
付企業の資金調達環
境がやや改善

低格付企業の資金調
達も改善

株価の反転、

安定化

住宅着工の調整が進展。

住宅価格が下げ止まる

輸出が改善（10年前半～）

銀行決算が改善の方向

自己資本不足も改善へ

銀行の融資姿勢に改善の兆候

第2弾の財政刺激策

（未定）

・ｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ市場

の機能低下

・信用収縮

・株安、ドル高・円高
の進展

・経済の急速な悪化

負の要因が徐々
に改善



（参考） 銀行間取引はやや沈静化。銀行の貸出姿勢は依然厳しい。
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LIBOR3カ月（ﾛﾝﾄﾞﾝ銀行間・出し手金利） 米国金融機関の貸出態度（融資基準を引き上げた比率）

社債金利（Aaa格/Baa格。%）
CP金利（AA格・A2/P2格。%）



３．人口やGDPをみても、今後、新興国の伸びが期待できる

世界GDP（PPPﾍﾞｰｽ、兆㌦）世界の人口（億人）

日米中印のGDP（PPPﾍﾞｰｽ、兆㌦）
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４. 世界の資源需要の増分は新興国によるもの

先進国8億人が資源需

要の中心的な存在

途上国の資源
需要は限定的

先進国では成長の伸び鈍
化や生産効率の改善など
で、需要の伸びは小さい

1990～2000年

先
進
国
の
資
源
需
要

新
興
国
の
資
源
需
要

世界の資源需要のｲﾒｰｼﾞ

BRICｓ30億人を

中心とする新興国
の需要が増加

過渡期を経て、
需要が安定化



均衡価格を模索

2ドル時代
20～30ドル時代

石油余剰時代の到来

・83年、WTI先物取引開始。85年、サウ
ジアラビアが需給調整を放棄。市場に
よる価格決定が始まる。

ﾒｼﾞｬｰによる価格決定

40~60年代にかけ3回にわ
たり中東戦争が勃発。1960
年、OPEC設立。

20ドル時代の終焉

・新興国における需
要は底堅い。新規開
発も容易ではない。

6

二度の石油ショック

・73年、第四次中東戦争が勃発。ｲｽﾗ
ｴﾙを支持した先進国にOPECが原油

を禁輸。

・79年、イラン革命が勃発。一時的に、

原油供給を停止。

５．原油価格の長期的な趨勢

原油価格の推移（ﾄﾞﾙ/ﾊﾞﾚﾙ）



６．先進国の伸びは緩やか。中国・ｱｼﾞｱ・中近東の増加幅は大。

世界の石油消費量（千ﾊﾞﾚﾙ/日）
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世界の石油消費量伸び率（前年比%）

世界の石油消費量前年差（千ﾊﾞﾚﾙ/日）



７．穀物は2006年秋以降、上昇基調へ
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小麦（左目盛）、ﾄｳﾓﾛｺｼ（左目盛）、大豆（右目盛）の市況



８．新興国の生活水準向上は食肉需要＝飼料需要を拡大させる

世界の食肉消費量（百万ﾄﾝ）
畜産物1kgの生産に必要な穀物量（ﾄｳﾓﾛｺｼ換算）
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９．90年以降、穀物の単収の伸び率は鈍化。耕地面積は横ばい。
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1961 1990 2007 61/90 90/07

年率

大豆

耕地面積（百万ha） 24 57 95 3.0% 3.1%

生産高（百万ﾄﾝ） 27 108 216 4.9% 4.2%

単収（ﾄﾝ/ha） 1.1 1.9 2.3 1.8% 1.1%

穀物

耕地面積（百万ha） 648 708 699 0.3% -0.1%

生産高（百万ﾄﾝ） 877 1952 2,341 2.8% 1.1%

単収（ﾄﾝ/ha） 1.4 2.8 3.3 2.5% 1.2%

ﾄｳﾓﾛｺｼ

耕地面積（百万ha） 105 131 158 0.8% 1.1%

生産高（百万ﾄﾝ） 205 483 785 3.0% 2.9%

単収（ﾄﾝ/ha） 2.0 3.7 5.0 2.2% 1.8%

小麦

耕地面積（百万ha） 204 231 217 0.4% -0.4%

生産高（百万ﾄﾝ） 222 592 607 3.4% 0.1%

単収（ﾄﾝ/ha） 1.1 2.6 2.8 3.0% 0.5%

ｺﾒ

耕地面積（百万ha） 115 147 157 0.9% 0.4%

生産高（百万ﾄﾝ） 216 518 650 3.1% 1.3%

単収（ﾄﾝ/ha） 1.9 3.5 4.1 2.2% 1.0%

穀物の耕地面積（百万ha）、生産（百万ﾄﾝ。左目盛）と
単収（ﾄﾝ/ha。右目盛）



１０．温暖化や水不足を背景に農産物の生産環境が劣化。

2007年、世界の平均気温の平年(*)差は0.66℃。1880
年以降では最高値。平均気温が高かった5回の年のう
ち、4回までが2000年代以降のもの。

世界の平均気温は100年で0.78℃の割合で上昇。

世界では、500万ha以上が毎年砂漠化しているとの見
方がある（日本の農地面積は465万ha）。

棒ｸﾞﾗﾌ：平均気温と平年値の差

青いﾗｲﾝ：平年差の5年移動平均

赤いﾗｲﾝ：長期的な変化傾向

平年値：1971～2000年の30年間の平均値。

ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱの小麦
生産が大幅減

・地下水が急速に枯
渇。小麦生産が減少。

ｱﾗﾙ海の貯水池が激減
・河川流入量が激減。乾燥
地に残った塩分が周辺の
うちに飛散。塩害が発生。

ｵｶﾞﾗﾗ帯水層の水
不足

・大規模な灌漑により、
地下水位が4m低下。
農業用水の汲み上げ
はできなくなる農地が
拡大。
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１１． 米国のﾄｳﾓﾛｺｼ生産の3割以上がｴﾀﾉｰﾙへ振り向けられる見込み

米国のｴﾀﾉｰﾙ生産（百万ﾊﾞﾚﾙ/日） 米国のﾄｳﾓﾛｺｼ生産とｴﾀﾉｰﾙ用生産（億ﾌﾞｯｼｪﾙ、左目盛）。
ｴﾀﾉｰﾙ用途の比率(%、右目盛）

米国のｴﾀﾉｰﾙ生産は40万bpd程度（07年）。米国の石
油消費2000万bpdの2%。今後、90万bpdまで拡大する
見通し。ちなみに、ﾌﾞﾗｼﾞﾙのｴﾀﾉｰﾙ生産（砂糖ｷﾋﾞ）は
米国とほぼ同量。

一方、ﾄｳﾓﾛｺｼ生産に占めるｴﾀﾉｰﾙ用途はすでに2割
（07年）。米農務省によれば、今後、3割を上回る見通
し。
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１２．世界の水需要の8割は農業用水。日本の水需要も大きい。
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水の内訳

水合計 13億8500万km3

海水・塩水 13億5000万km3

淡水 3500万km3

氷河 2400万km3

地下水 1100万km3

湖・沼 10万km3

河川 0.2万km3

水の世界消費量（km3、左目盛）と世界の人口（億人、右目盛）

農産物1Kgを生産するのに必要な水（ﾄﾝ）

世界の水を用途別にみると、①生活用水1割、②工業
用水2割、③農業用水7割。

日本の水消費量は、年間1人当たり600トン。このうち、
農業用水が400トン。

輸入農産物・肉類を、仮に国内で生産した場合の水量
は、500トン程度といわれる。

→国内生産に必要な水（400トン）＋ 海外で利用した水
（500トン）＝900トンが日本国民を養うのに必要な水量
と計算できる。
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